
は じ め に

奈良県議会は、次代を担う高校生に県政や県議会の理解と関心を高め

てもらうことを目的に、「奈良県高校生議会」を開催しました。

４回目となる今回は、県内６校から２６名の高校生議員が参加し、住

みよく魅力ある奈良県づくりについて、知事や県議会議員と意見交換を

しました。

若者の政治離れが懸念されている今日、政治に興味を持ち、「知事や

教育長に質問や提言をしたい」という高校生がたくさんおられることを

大変うれしく思いますとともに、選挙権年齢が１８歳以上に引き下げら

れ、今年の参議院選挙から適用される中、次代を担う高校生が政治への

参加意識を更に向上させるという観点から大変意義深いことです。

当日は、実際の県議会さながらに、議会運営委員会を開催し、本会議

場では、高校生議員が自ら議長を務めるとともに、知事や教育長に県の

政策について若者の視点から質問を行い、また、魅力ある奈良県づくり

に向けた提言も行いました。さらに、意見交換会では、県議会議員と若

者の政治参加などについて、自由に意見を述べ合いました。

高校生からは、「距離があると感じていた県政が身近なものとして体

感できた」、「来年からの選挙に積極的に参加したい」、「議員になりたく

なった」等の感想が寄せられ、高校生の率直な意見や熱い思いが伝わる

高校生議会となりました。

今般、その記録をまとめました。本書を通して、奈良県議会をより身

近に感じていただき、今後の議会の活動にご理解を賜れば幸いに存じま

す。

最後に、高校生議会を開催するにあたり、お忙しい中ご尽力賜りまし

た各学校の先生方をはじめ、関係各位に深く感謝を申し上げます。

平成２８年２月

奈良県議会議長 中村 昭


